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■市民一人当たりの歳出と主な事業

■障がい者自立支援法施行による　

　サービスの充実

■放課後児童教室を市内全域で開設

●A民生費　　70,113円
各福祉事業を行うためのお金

■西畑正理線・神明森山線整備事業

■山手線山手陸橋の耐震化事業

●B土木費　　54,879円
道路や住宅などの工事に使うお金

●G 消防費　　10,212円
消防設備や消防団運営に使うお金

■梨園の環境保全技術導入支援

●H農林業費　  9,185円
農業、林業の振興に使うお金

■工場誘致企業への奨励金の交付

■みのかも観光ＰＲ事業

●I商工費　　  8,218円
観光や商工業の振興に使うお金

●J議会費　　  3,093円
市議会の運営を行うためのお金

平成１９年度美濃加茂市の

市民一人あたりに使われたお金の総額は

283,553円でした

173億8,415万円
156億1,900万円

■自主的に活動する市民団体への補助

■ふれあい安全サポーターの配置

■外国人集住都市会議みのかもを開催

●C総務費　　38,925円
まちづくりや一般事務などに使うお金

●D公債費　　37,147円
借入金（市の借金）の返済や利息の支払いのためのお金

■成人検診通年実施、誕生月検診実施

■ごみの分別収集とリサイクルの推進

●E衛生費　　26,083円
市民の健康管理やごみ処理に使うお金

■新学校給食センター整備事業

■市民プール改修事業

●F教育費　　25,698円
学校教育や社会教育などに使うお金

■消防団用車両の更新

歳入

歳出

平成１ ９年度

美濃加茂市決算報告
特
集

A

B

C

D

E

F
G

H
I

J

歳出目的別

156億1,900万円

※市民一人当たりの歳出額は、平成２０年３月３１日現在の人口で計算しています3

特集Special Edition

美
濃
加
茂
市
決
算
報
告

　
平
成
　
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会
計
の
決
算
が
、
市
議
会
第
３
回
定
例
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

１９

　
今
回
の
特
集
で
は
、
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
、
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
た
の
か
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
の
平
成
　
年
度
決
算
は
、
い

19

ず
れ
の
会
計
に
お
い
て
も
黒
字
決

算
と
な
り
、
健
全
財
政
を
維
持
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
歳
入
決
算
額
は
、
市

税
が
個
人
市
民
税
や
法
人
市
民
税

な
ど
の
伸
び
に
よ
り
前
年
度
よ
り

増
額
し
た
も
の
の
、
全
体
で
は
２
・

８
％
減
少
し
、
歳
出
決
算
額
も
民

生
費
や
公
債
費
が
増
加
傾
向
に
あ

り
微
増
し
ま
し
た
が
、
全
体
で
は

６
・
１
％
減
少
し
ま
し
た
。

　
事
業
に
つ
い
て
は
、
蜂
屋
台
で

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に

着
手
し
た
の
を
は
じ
め
、
西
畑
正

理
線
、
神
明
森
山
線
な
ど
の
幹
線

道
路
、
森
山
浄
水
場
完
成
な
ど
の

基
盤
整
備
に
努
め
た
ほ
か
、
大
地

震
に
備
え
る
た
め
地
震
防
災
マ
ッ

プ
の
作
成
や
総
合
防
災
訓
練
の
実

施
、
基
本
健
康
診
査
の
誕
生
月
実

施
な
ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

努
め
ま
し
た
。

01 美濃加茂市の決算概要

決算額種　類

４０億９，５８８万円市　民　税

３６億８，４３２万円固定資産税

　　  ９，４９４万円軽自動車税

 ３億６，８６１万円た ば こ 税

 ５億８，１２６万円都市計画税

８８億２，５０１万円合　計

前年度から繰り越されたお金

預金利子やその他の収入

福祉事業や土木事業などに対する負
担金

公民館などの使用料や住民票などの発行手数料

市の財政状況に応じて国から交付されたお金

市が行う事業に対する国からの負担金や補助金

事業を行うために借りたお金

市が行う事業に対する県からの負担金や補助金

地方譲与税、地方消費税交付金など

繰入金、財産収入など

歳入
173億8,415万円

 【注２】

 【注１】

　　　依存財源
国や県からの補助金など、市が自主的に収入

することができないお金

 【注２】　　　自主財源
市税や施設使用料、住民票発行手数料など、市

が自主的に収入することができるお金

 【注１】
問　 財政経営課　内線４３３問

zaisei@city.minokamo.lg.jp

　   2



04 財政健全化の推進
■ 健全化判断比率とは?

　「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律（
財
政
健
全

化
法
）」が
平
成
　
年
6
月
に
成

19

立
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
市
の
財
政

状
況
を
判
断
す
る
た
め「
健
全
化

判
断
比
率
」、「
資
金
不
足
比
率
」

の
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
　
財
政
健
全
化
法
と
は
、「
早
期

健
全
化
基
準
」と「
財
政
再
生
基

準
」の
2
段
階
で
財
政
悪
化
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、
特

別
会
計
や
企
業
会
計
も
合
わ
せ

て
、
市
全
体
の
財
政
状
況
を
明

ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
　
平
成
　
年
度
決
算
に
よ
る「
健

19

全
化
判
断
比
率
」は
、
早
期
健
全

化
基
準
を
す
べ
て
下
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
資
金
不
足
比
率
」で

は
、
資
金
不
足
を
生
じ
た
公
営

企
業（
水
道
、
下
水
道
）は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　財政健全化法に定める財政

指標のことで、①実質赤字比

率、②連結実質赤字比率、③

実質公債費比率、④将来負担

比率の４つがあります。４つ

の比率のうち、ひとつでも早

期健全化基準（①～④の指標

ごとに異なる）以上になると

財政健全化団体となり、「財政

健全化計画」を定め、自主的な

改善努力による財政健全化に

取り組まなければなりません。

　
　財政健全化法において、健

全化判断比率とともに定める

指標のことで、経営健全化基

準（20％）以上になると経営健

全化団体となり、公営企業の

経営の健全化に取り組まなけ

ればなりません。

■ 資金不足比率とは?

早期健全化基準

13.9％
財政再生基準

20％

早期健全化基準

18.19％
財政再生基準

30％

早期健全化基準

25％
財政再生基準

35％

早期健全化基準

350％

経営健全化基準

20％

注意エリア 危険エリア

危険エリア

危険エリア

注意エリア

注意エリア

注意エリア

注意エリア

［赤字額なし］

［赤字額なし］

［不足額なし］

一般会計などの赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を
示すものです

すべての会計の赤字や黒字を合算し、市全体としての赤字の
程度を指標化し、財政運営の深刻度を示すものです

借入金の返済額や、これに準じる額の大きさを指標化し、資
金繰りの危険度を示すものです

借入金など、将来支払っていく可能性のある負担の大きさを
現時点で指標化し、将来財政運営を圧迫する可能性が高いか
どうかを示すものです

下水道事業会計、水道事業会計ごとの資金不足額を、事業規
模である料金収入の規模と比較して指標化し、経営状況の深
刻度を示すものです

【県下２１市中９位】

【県下２１市中１０位】

※資金不足比率については、県内の全公営企業で資金不足はありませんでした。

Information

健 全 財 政 維 持 に 向 け て

【県内全市赤字なし】

【県内全市赤字なし】

　財政健全化法に定める各比率は、すべて早期健全化基準（自主的な改善努力が求められる基準）を下回ってい

ます。しかし、今後も少子高齢化による扶助費の増加などが見込まれ、また、多くの市債残高を抱え将来財源

不足の状態も想定されることから、引き続き市民の皆さんからのご意見をいただきながら健全な財政運営に努

めてまいります。

　平成１９年度決算に関する

詳しい資料は、財政経営課、

市役所情報コーナー、図書

館にある「平成１９年度美濃

加茂市一般会計・特別会計

決算実績報告書」をご覧く

ださい。

　また、市の財政状況につ

いてはホームページでも公

開しています。

市の借金残高 (１９年度末)

一般会計

 183億8,435万円
その他（水道・下水道）

 277億4,700万円
市全体　461億3,135万円
■市民一人当たりでは…

１８年度決算時　873,281円
１９年度決算時　837,488円

▲

美濃加茂市

美濃加茂市

美濃加茂市

美濃加茂市

美濃加茂市

平成１ ９年度

美濃加茂市決算報告
特
集

5

02 歳出（性質別）

03 特別会計と水道事業会計

歳　出歳　入会　計　名

  ４６億　４３７万円  ４６億３，４１９万円  国民健康保険会計

  ２３億１，８７０万円  ２４億６，４９３万円  介護保険会計

  ３５億２，６９２万円  ３５億３，８０２万円  老人保健会計

  ３２億　１６８万円  ３４億　７４０万円  下水道事業会計

　　　３，６９３万円　　　３，７２１万円   介護認定・障がい者自立支援認定審査会会計

１３６億８，８６０万円１４０億８，１７５万円合　　計

支　出収　入会　計　名

  １０億　７３０万円  １３億１，９７３万円  収益的収支

  １３億５，８９８万円   ５ 億　  ７４５万円  資本的収支

■特別会計の決算

■水道事業会計の決算

▲通水が開始された、新しい森山浄水場

　特別会計（５会計）の決算額は、東海

環状自動車道工事残土処分事業会計が

平成１８年度末で廃止されたことなどに

より、前年度に比較して歳入は２．３％の

減、歳出は０．８％の減となりました。　

　収益的収支は、受水費の伸びや資本

的収支からの職員増などにより減益と

なりました。

　また、資本的収支では、森山浄水場改

築事業を推進し、本年４月から新施設

で通水が開始されました。浄水場のす

べての施設が完成するのは平成２１年度

です。

■ 水道事業会計の決算

■ 特別会計の決算

※資本的収支の不足額は、過年度分損益勘定留保資金（建設費のために積み

　立てられたお金）などで対応しました

歳出決算額は、１５６億１，９００万円で前年度比６．１％の減となりました。

道路や学校など、公共・公用施設の建設

や整備に使われるお金

歳出のうち支出が義務付けられ、任意に節減で

きないお金

道路・学校・公園・市営住宅の建設など、社会

資本の整備などに使うお金

特別会計への繰出金や補助費のほか、消費的性

質の物件費など、通常の行政活動を支えるお金

　　義務的経費

　

　　投資的経費

　　その他経費

 【注２】

 【注１】

 【注３】

　   4

議員、職員などに支払われる報酬や給料など

児童や高齢者、障がい者などへ

の支援や生活保護などに使われ

るお金

借入金（市の借金）の返済や利息の支

払いのためのお金

一般会計から介護保険会計などの

特別会計へ支出されるお金

旅費や需用費、委託料などの一般

行政経費として使われるお金

一部事務組合への負担金や事業

への補助金など

維持補修費など

 【注１】

 【注２】

 【注３】



6

①もち投げで始まった時代行列　　④大蛇伝説と御神火太鼓が観客を魅了

②お猿の芸にビックリ　　　　　　⑤大盛況の楽市楽座

③小町娘も盛り上げに一役　　　　⑥もちつきには長蛇の列

　「おん祭ＭⅠＮＯＫＡＭＯ２００８秋の陣～中山道まつり～」が太田宿一帯で行わ

れ、多くの人たちでにぎわいました。午前１０時から始まったまつりは、

時代行列が街道を進むころに最高潮に達し、熱気でいっぱいでした。

②

①

⑥

④

⑤

③

中山道太田宿一帯

街道がにぎわいを見せた秋の休日１0
１9

7

　市の新たな名物を作ろうと商工会議所が考えた

サトイモと米で作った懐かしいおやつ「さといもや

きぼっち」の試食会が、市役所で行われました。

新名物の味はいかに
市役所

９
３０

　自然観察と大地の恵みに感謝するイベント「ネイ

チャーゲーム＆収穫祭」が開かれました。新たな発

見の連続で、とても楽しい時間を過ごしました。

ほら、見てごらん
福祉農園（牧野）

１0
１2

　姉妹都市提携をしているオーストラリア・ダボ市

の学生派遣団が当市を訪れ、茶会、着物の着付けや

もちつきなど日本の文化を体験しました。

もちつきはツカレマシタ
太田宿中山道会館

１0
４

　積極的に市民の意見を聴くために市長が出向く

「お出かけトーク」が始まりました。今回は「男のわ

くわくクッキング」に出向き、料理に挑戦しました。

身近に、「お出かけトーク」
中央公民館

１0
１０

　早稲田大学の学生劇団による野外公演が行われ、

夜独特の雰囲気の中で、芝生広場や森をステージに

して熱演を繰り広げました。

迫真の演技に引き込まれ
文化の森

９
２７

　小さな子どもたちにも音楽に親しんでもらおうと

「まちかどライブ」が開かれました。フルートとマリ

ンバの演奏に園児らは満足そうでした。

生演奏にうっとり
加茂野児童館

１0
１０
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１Ａを作る。サツマイモの皮をむいて、３センチ位の輪切りにし、軟ら
　かくゆでて裏ごしをする。
２鍋に牛乳を入れ、弱めの中火で鍋のふちがフツフツとしてきたら、１
　に加え、よく混ぜる。
３別の鍋に卵黄とグラニュー糖を入れ、泡立て器でよくすり混ぜる。そ
　こへ２を入れ、混ぜ合わせる。
４弱めの中火にかけ、鍋の底が焦げないように木べらでかき混ぜ、鍋の
　ふちがフツフツしてきたらボールに移す。
５ボールの底に氷水をあて、木べらで混ぜながら十分に冷ます。
６ ハンドミキサーで滑らかになるまで２分ぐらいかき混ぜる。
７保存容器に入れ、冷凍庫で凍らせる。（途中でかき混ぜなくてもよい）
８Ｂも同様に作る。

糊

菰

股

虎

袴袴袴袴袴袴袴袴袴袴袴

袴袴袴袴袴袴袴袴袴袴袴

胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡

胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡

　　　サツマイモ　　　３００ｇ

　　　牛乳　　　　　　２００cc

　　　卵黄　　　　　　７０ｇ 

　　　グラニュー糖　　４０ｇ

　　　サツマイモ（紫）　３００ｇ

　　　牛乳　　　　　　２００cc

　　　卵黄　　　　　　７０ｇ

　　　グラニュー糖　　４０ｇ

　　　　

　
秋
も
深
ま
り
、
サ
ツ
マ
イ
モ
が

お
い
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　
植
物
繊
維
が
豊
富
な
サ
ツ
マ
イ

モ
は
、
お
か
ず
と
し
て
使
い
道
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
栄
養
を
し
っ
か
り
と

考
え
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
紹
介

し
ま
す
。

６８

{

第４０回

Ｄｏｇボランティアクラブ

※楽しい、愉快な仲間を紹介しませんか 

　詳細については、広報係へ

ササササササササササツツツツツツツツツツママママママママママイイイイイイイイイイモモモモモモモモモモのののののののののの甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘ささささささささささででででででででででホホホホホホホホホホッッッッッッッッッッととととととととととすすすすすすすすすするるるるるるるるるるおおおおおおおおおおいいいいいいいいいいしししししししししし サツマイモの甘さでホッとするおいしさささささささささささ

サツマイモのアイスクリーム二色

材　料（８個分）

■作り方 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　HOW TO COOK

　Ｄｏｇボランティアクラブを立ち上げる
キッカケは、「犬を飼えない人や触れることの
少ない人たちにも愛犬のかわいさや犬の良さ
を知ってもらいたい」という思いからでした。
　活動は、犬と身近に触れ合う機会の少ない
老人施設などに訪問することから始めました。
一人の思いから始まったこの活動が、今では
メンバー２０人、愛犬１７匹となりました。
　施設を訪問すると、犬を待っていたように
近寄ってくる人や動きにくい手を必死に伸ば
して犬に触ろうとする人などさまざまで、み
んな笑顔で迎えてくれます。

　犬を見たり触れたりすることで、犬たちの
優しさが伝わり、心身の大きなリハビリにも
なるそうです。そんな光景を見ることがわた
したちの感動でもあります。
　今後も、地域の愛犬家たちと一緒に癒した
り癒されたりしながら、笑顔がたくさん見ら
れる活動を続けていきたいと思います。

※詳細については、みのかも市民活動サポートセ

　ンター（２８-１９７９）へ

　
途
中
で
か
き
混
ぜ
な

く
て
も
い
い
の
で
、
簡
単

に
で
き
ま
す
よ
。

{

A

B
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　「広報みのかも」を読んでの感想や特集として取り上げて

ほしい内容、身近な話題やうれしかったこと、腹が立ったこ

となどを、気軽にはがきやＦＡＸまたは電子メールでお寄

せください。

　広報紙上では、匿名で掲載しますが、お便りには住所、氏

名を必ずご記入ください。あなたの声をお待ちしています。
 

◇は　が　き　〒５０５-８６０６　美濃加茂市役所

　　　　　　　総務部 市政情報課 広報係

◇Ｆ　Ａ　Ｘ　(０５７４) ２８-１２９０

◇電子メール　ｋｏｕｈｏｕ@ｃｉｔｙ.ｍｉｎｏｋａｍｏ.ｌｇ.ｊｐ

「広報みのかも」
ここに配置しています

・アピタ美濃加茂店
・ハローフーヅ太田店
・ハローフーヅ美濃加茂店
・バロー美濃加茂店
・バロー太田店
・フレッシュスーパー
　　　　三ツ丸加茂野店
・サークルＫ加茂山手店

こ
の
ペ
ー
ジ
は
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
な
ど
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。　　                         

                                　　

　　広報みのかもテレホンサービス（有料）　　　

　　火災情報（有料）　　　　　　　　　　　　　

　　※携帯電話からでも通話可能です

　　　　テレホンサービス・火災情報の電話番号は、広報紙「広報みのかも」の

　　　　情報かわら版に毎号掲載しています

０１８０ ９９- ５００- ５
０１８０ ９９- ５０１- ５

問　防災安全課　内線２７２問

防災行政無線（広報みのかも）防災行政無線（広報みのかも）
    が    が聞き取れなかったときにごれなかったときにご利用利用ください。ください。
防災行政無線（広報みのかも）防災行政無線（広報みのかも）
    が    が聞き取れなかったときにごれなかったときにご利用利用ください。ください。

防災行政無線（広報みのかも）
    が聞き取れなかったときにご利用ください。

防災行政無線（広報みのかも）が聞き取れなかったときに
ご利用ください。
防災行政無線（広報みのかも）が聞き取れなかったときに
ご利用ください。

防災行政無線（広報みのかも）が聞き取れなかったときにご利用ください。防災行政無線（広報みのかも）が聞き取れなかったときにご利用ください。

　
野
外
体
験
学
習
の
特
集
が
あ
り
ま
し
た

が
、
今
回
の
記
事
を
見
る
ま
で
、
こ
の
よ

う
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
全
く

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
分
か
り
や
す
く
、
ま
た
、
写
真
を
た
く

さ
ん
使
い
非
常
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　
参
加
者
が
少
な
い
の
が
気
に
な
り
ま
す

が
、
こ
の
特
集
で
参
加
者
が
増
加
す
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
 （
Ｈ
）

　
野
外
体
験
活
動「
御
岳
登
山
」を
読
ん
で
、

素
晴
ら
し
い
記
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
人
の
参
加
…
非
常
に
少
な
い
で
す
ね
。

１５
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
状
況
が
よ
く
分

か
り
ま
す
。
登
山
は
大
変
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
と
て
も
良
い
体
験
と
な
り
ま
し

た
ね
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 （
Ａ
）

　　
ま
た
も
不
審
者
が
出
た
よ
う
で
す
。
で

き
た
ら
、
場
所
や
ど
う
い
っ
た
状
況
だ
っ

た
の
か
、
こ
う
い
っ
た
場
所
が
危
な
い
の

で
通
ら
な
い
ほ
う
が
よ
い
な
ど
の
情
報
が

あ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。
　
　
　
　
 （
Ｔ
）

  　
食
品
の
偽
装
が
あ
ま
り
に
多
く
、
口
に

入
る
も
の
の
安
全
性
に
不
安
が
多
い
世
の

中
に
疑
問
を
抱
く
の
は
、
わ
た
し
だ
け
で

は
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
自
給
自
足
が
で

き
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
素
人
で
は
な
か

な
か
難
し
い
で
す
ね
。
　
　
　
　
　
 （
Ａ
）

お
わ
び
と
訂
正

　
　
月
1
日
号
に
掲
載
し
ま
し
た
、
特
集

１０

「
特
命
・
み
の
か
も
発
掘
調
査
隊
」の
記
事

中
、
４
ペ
ー
ジ
Ｖ
ｏ
ｌ
・
５
の
文
中
で
、

「
１
９
０
０
年
前
の
森
林
」と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
正
し
く
は「
１
９
０
０
万
年
前
の

森
林
」で
し
た
。

　
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

９
月
１
日
号
の
特
集
「
あ
る
夏
の
思

い
出
」
を
読
ん
で
①

９
月
１
日
号
の
特
集
「
あ
る
夏
の
思

い
出
」
を
読
ん
で
②

不
審
者
情
報

食
品
偽
装
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わ
た
し
の
通
う
下
米
田
小
学
校
で
は
、
毎
週
金
曜
日

に
ク
ラ
ス
ご
と
に
外
国
人
の
先
生
を
む
か
え
、
『
Ｅ
タ

イ
ム
』
と
い
う
英
語
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
授
業
は
、
英
語
で
の
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
り
、
歌
や

ゲ
ー
ム
な
ど
を
指
導
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
楽
し
く
進

み
ま
す
。
低
学
年
で
は
、
み
ん
な
で
幽
霊
や
魔
女
な
ど

に
仮
装
し
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
ま
す
。
ク

リ
ス
マ
ス
の
時
に
は
、
英
語
で
『
買
い
物
ゲ
ー
ム
』
を
し

ま
す
。
自
分
た
ち
で
作
っ
た
ツ
リ
ー
の
飾
り
を
買
い
な

が
ら
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
完
成
さ
せ
ま
す
。
校
舎
の

あ
ち
こ
ち
に
も
、
た
く
さ
ん
の
単
語
の
ポ
ス
タ
ー
が
、

楽
し
く
・
わ
か
り
や
す
く
は
っ
て
あ
り
、
い
つ
も
身
近

に
英
語
を
感
じ
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
、
わ
た
し
た
ち
六
年
生
は
『
Ｅ
タ
イ
ム
』
の
時
間
に
、

修
学
旅
行
先
の
京
都
・
奈
良
で
外
国
の
人
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
す
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
、
会
話
の
練
習
を
し

て
い
ま
す
。
外
国
の
人
と
会
話
す
る
こ
と
が
と
て
も
楽

し
み
で
す
。

　
将
来
、
わ
た
し
た
ち
が
世
界
の
人
と
仲
良
く
、
楽
し

く
か
か
わ
っ
て
い
く
た
め
に
『
英
語
で
話
す
』
と
い
う
事

は
、
と
て
も
大
切
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。
小
学
校
の
六

年
間
で
、
英
語
を
学
べ
た
事
は
、
わ
た
し
の
宝
物
に

な
っ
て
い
ま
す
。

大
好
き
な
英
語
の
世
界

下米田小学校６年

日比野　 杏香 さん
きょうか

マ
イ
、

　
  ス
ク
ー
ル

oh!

第
　
話
１１５

学校訪問

下米田小学校

４０

地
震
に
備
え
て

　
外
国
の
著
名
な
予
言
者
が
「
９
月

　
日
に
東
海
地
方
に
大
地
震
が
来

１３る
。
」
と
予
言
し
た
そ
う
で
す
。
こ

う
し
た
話
は
何
年
か
お
き
に
た
び
た

び
耳
に
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
こ
う
し

た
予
言
が
当
た
っ
た
記
憶
は
な
い
の

で
、
さ
ほ
ど
気
に
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
 　

　
世
間
の
大
人
の
人
は
だ
い
た
い
同

じ
思
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

は
切
実
な
問
題
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

わ
が
子
や
そ
の
友
達
は
予
言
を
真
剣

に
信
じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
９
月

　
日
が
近
付
く
と
「
ど
う
し
よ
う
…

１３大
地
震
が
来
た
ら
。
」
と
不
安
が
増

し
て
い
く
よ
う
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
わ
が
家
で
は
親
子
で
大

地
震
に
備
え
て
い
く
つ
か
確
認
を
し

ま
し
た
。
例
え
ば
、
大
地
震
が
起

こ
っ
た
際
の
避
難
場
所
は
ど
こ
か
、

防
災
セ
ッ
ト
の
中
身
は
そ
ろ
っ
て
い

る
か
、
家
の
中
に
倒
れ
そ
う
な
家
具

は
な
い
か
と
い
っ
た
こ
と
で
す
。
案

の
定
、
大
地
震
は
起
こ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
回
の
予
言
は
家
族
で
大

地
震
に
備
え
て
話
し
合
う
き
っ
か
け

を
つ
く
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
地
震
の
予
知
の
研
究
は
随
分
進
ん

だ
そ
う
で
す
が
、
ま
だ
、
正
確
な
日

時
を
予
知
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い

な
い
そ
う
で
す
。
と
は
い
え
、
東
海

大
地
震
は
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し

く
な
い
状
況
で
す
し
、
県
内
に
は
大

地
震
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る

活
断
層
が
い
く
つ
か
あ
る
と
聞
き
ま

す
。

　
家
族
で
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
天
災
に
備
え
て
お
く
こ
と
は
と
て

も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、

話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
 （
文
責
　
上
田
）

11

サンサンルーム
（総合福祉会館内）
開館時間　９：００～１６：３０

休　館　日　日・祝日

電　　　話　２７-６５５５

子育て相談　９：００～１６：３０

　　　　　　　（平日のみ）

〈おはなし広場〉　　毎週火曜日

　午前１０時３０分～

　毎月第３火曜日は、よみきかせボラ

ンィアの人がお話をしてくれます。

〈遊びの広場〉　　　毎週金曜日

　午前１０時３０分～

〈発育測定〉　　　　１２日（水）
　午前１０時３０分～１１時３０分

11

そのほかの子育てサロン会場

　すくすくルーム（みのかも健康の森）　　　毎週月・火曜日

　にこにこルーム（津田左右吉博士記念館）　毎週木・金曜日

　※いずれも午前１０時～午後３時

　ぴよぴよルーム（中部台公民館）　　　　　毎週水・金曜日

　※午前１０時～午後２時

　「赤ちゃんの泣き声を聞くとイライラする」「子ど

もが言うことを聞いてくれないので、つい子どもを

たたいてしまう」･･･こんなことはありませんか？

　市では、子育ての不安を取り除き、保護者の皆さ

んが楽しく子育てができるよう、子育てを支援する

場を設けています。

　気軽に利用してください。

地域子育て支援センター
　　　（太田第二保育園内）
開館時間　９：００～正午　１３：３０～１５：００

休　館　日　土・日・祝日、園の行事のある日

電　　　話　２７-７９５１

子育て相談　９：００～１６：００（土・日・祝日以外）

対　　　象　就園前の子と保護者

〈園庭開放〉
　親子教室のない日に、工作、体操、手
遊び、シアターなどを行っています。

赤ちゃんＤａｙ　毎週金曜日

　２カ月～歩く前の子と保護者

よちよちＤａｙ　毎週水曜日

　歩き始めの子と保護者

てくてくＤａｙ　毎週月曜日

　走って遊べる子と保護者

異年齢の園庭開放　毎週火・木曜日

　０歳～就園前の子と保護者

〈発育測定〉　６日（木）・１１日（火）

〈第２回親子セミナー〉
人形劇（ほんわかシアター）

　２９日（土）午前１０時～

　総合福祉会館

※申し込みは、１１月１０日（月）から直接ま

　たは電話で、地域子育て支援センター

　またはサンサンルームへ（先着５０組）

加茂野児童館
開館時間　９：００～正午

  １３：００～１７：００

休　館　日　日・祝日

☆土曜日は、一日開いています

電　　　話　２８-８８７８

子育て相談　９：００～１７：００

　　　　　　 （日・祝日以外）

〈未就園児対象〉
なかよしデー　４日（火）・１２日（水）

　午前１１時～１１時４５分

パパザウルス　８日（土）

　午前１０時３０分～１１時３０分

　お父さんと一緒に触れ合い遊び。

発育測定　　　２６日（水）

　午前１１時～正午

※読み聞かせは随時行っています

〈小学生対象〉
囲碁クラブ　　　毎週土曜日

　午前９時～１０時

リトルクラブ　　第４土曜日

　午後１時３０分～３時

　「手品を体験しよう」　無　料

　美濃加茂マジックの人に教えていただきます。

　※申し込みは、直接または電話で児童館へ

問　 こども課　内線３１４問

＜親子で遊びながら相談できる場所＞

　○子育てサロン（サンサン・にこにこ・すくすく・

　　ぴよぴよルーム）

　○地域子育て支援センター　○各保育園の園庭開放

＜リフレッシュしたいときに利用できる事業＞

　○一時保育事業（太田第一保育園、蜂屋保育園）

　○ファミリーサポートセンター事業

＜子育てがつらいとき、電話で相談できる場所＞

　○家庭相談室　　　　　　　　　　　２５-１１１０

　○子ども・家庭電話相談室　　　０１２０-７６-１１５２

　○健康課母子保健係　　　 ２５-２１１１　内線３８８

子育てで悩んでいませんか？

行事のある日でも
児童クラブ室で
遊べます



 　
健
康
の
森
を
発
着
点
と
し
た
高
低

差
の
あ
る
コ
ー
ス
で
す
。

　
色
付
く
山
と
木
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

を
楽
し
み
な
が
ら
、
自
分
の
ペ
ー
ス

で
歩
き
ま
し
ょ
う
。

◇
と
　
き
　
　
月
 
日（
日
）

１１

※
雨
天
決
行

◇
受
　
付
　
午
前
８
時
　
分
～

４０

　（
健
康
の
森
集
合
）

◇
コ
ー
ス
　
山
之
上
健
康
の
森
コ
ー

ス（
約
６
キ
ロ
）

◇
参
加
料
　
無
　
料

ウ
オ
ー
ク
み
の
か
も

１６

※
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
適
し
た
服
装

で
、
水
筒
な
ど
は
各
自
持
参
し
て

く
だ
さ
い

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　
　
・
３
２
４
１

２６

 　
初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、
経

験
に
応
じ
た
種
別
に
分
か
れ
ま
す
。

シ
ャ
ト
ル
に
思
い
を
込
め
ま
し
ょ
う
。

◇
と
　
き
　
　
月
　
日（
祝
）

１１

２３

　
午
前
９
時
～

◇
と
こ
ろ
　
プ
ラ
ザ
ち
ゅ
う
た
い

◇
種
　
別

・
男
子
の
部
・
女
子
の
部（
経
験
に

よ
る
３
部
制
）

・
混
合
の
部（
原
則
と
し
て
２
人
の

年
齢
合
計
　
歳
以
上
）

８０

※
す
べ
て
ダ
ブ
ル
ス
戦

第
　
回
市
民
バ
ド
ミ
ン

２３
ト
ン
大
会

◇
参
加
資
格
　
市
内
在
住
・
在
職
・

在
学
・
在
ク
ラ
ブ
で
高
校
生
以
上

の
人

◇
参
加
料
　
無
　
料

◇
申
込
み
　
　
月
８
日（
土
）ま
で
に
、

１１

プ
ラ
ザ
ち
ゅ
う
た
い
に
あ
る
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

プ
ラ
ザ
ち
ゅ
う
た
い
へ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　
　
・
３
２
４
１

２６

 　
身
近
な
楽
器
・
ギ
タ
ー
を
楽
し
む

た
め
の
講
座
で
す
。

　
初
心
者
を
対
象
に
、
基
礎
か
ら
学

ぶ
の
で
、
楽
譜
が
読
め
な
く
て
も
大

丈
夫
で
す
。
み
ん
な
で
ギ
タ
ー
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

◇
と
　
き
　
 
月
か
ら
３
月
ま
で
の

毎
週
月
曜
日（
全
 
回
）

　
午
後
７
時
　
分
～
９
時
　
分

３０

３０

※
　
月
　
日
、
１
月
　
日
、
２
月
９

１２

２９

１２

日
は
休
み

初
心
者
の
た
め
の

楽
し
む
ギ
タ
ー
講
座

１２

１５
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◆市役所 ２５・２１１１
８：３０～１７：１５

◆中央公民館 ２５・４１４１
８：３０～２１：３０

※日・祝日は１７：００まで

◆保健センター ２５・４１４５
８：３０～１７：１５

◆中央図書館 ２５・７３１６
１０：００～１８：００

※土・日・祝日は１７：１５まで

◆東図書館 ２６・３００１
１０：００～１８：００

※土・日・祝日は１７：１５まで

◆総合福祉会館 ２８・６１１１
９：００～１６：３０

◆プラザちゅうたい
 ２６・３２４１

８：３０～２１：３０
※日・祝日は１７：００まで

◆文化会館 ２５・１１０８
９：００～２２：００

◆みのかも文化の森
 ２８・１１１０

９：００～１７：００

◆太田宿中山道会館
 ２３・２２００

９：００～１７：００
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◇
◇
◇
◇

◇
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

◇
講
　
師
　
喜
多
　
純
一
さ
ん

◇
対
　
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
近
隣

市
町
村
の
人
も
受
講
で
き
ま
す

◇
定
　
員
　
　
人
２０

◇
受
講
料
　
７
、
５
０
０
円

※
受
講
料
は
、
初
回
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
納
め
た
受
講
料

は
原
則
と
し
て
払
い
戻
し
い
た
し

ま
せ
ん

◇
持
ち
物
　
ギ

タ

ー（
ア

コ

ー

ス

テ
ィ
ッ
ク
）

◇
申
込
み
　
　
月
 
日（
火
）ま
で
に
、

１１

は
が
き（
〒
５
０
５－

８
６
０
６

太
田
町
３
４
２
５－

１
）ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ（
　
・
１
１
０
９
）で
、
住

２８

所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番

号
・
希
望
講
座
名
を
記
入
の
上
、

社
会
教
育
課
へ

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す

社
会
教
育
課
　
　
・
４
１
４
１

２５

 　
道
路
脇
の
花
壇
に
季
節
の
花
を
植

え
替
え
ま
す
。

　
道
行
く
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ

１８

市
民
活
動
支
援
事
業

花
植
え
参
加
者
募
集

て
み
ま
せ
ん
か
。「
花
で
明
る
い
ま

ち
づ
く
り
」に
つ
な
が
り
ま
す
。

◇
と
　
き
　
　
月
８
日（
土
）

１１

　
午
前
８
時
　
分
～
 
時

３０

※
小
雨
決
行

◇
と
こ
ろ
　
山
手
小
学
校
南
側

　（
国
道
２
４
８
号
沿
い
）

◇
対
　
象
　
ど
な
た
で
も

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

◇
定
　
員
　
　
人（
先
着
順
）

３０

◇
参
加
料
　
無
　
料

◇
申
込
み
　
　
月
７
日（
金
）ま
で
に
、

１１

直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ（
共

に
　
・
１
９
７
９
）で
、
み
の
か

２８
も
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

へ
※
こ
の
事
業
は
実
施
団
体
お
よ
び
県

と
市
の「
ぎ
ふ
ロ
ー
ド
プ
レ
ー

ヤ
ー
協
定
」に
よ
り
実
施
し
ま
す

地
域
振
興
課
　
内
線
２
４
８

維
持
管
理
課
　
内
線
４
１
４

１０

 　
乳
児
の
親
が
集
ま
っ
て
、
子
育
て

に
つ
い
て
知
識
を
得
た
り
仲
間
と
情

報
交
換
し
た
り
し
て
、
子
育
て
の
喜

び
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

◇
と
　
き
　
 
月
１
日（
月
）・
５
日

（
金
）・
 
日（
月
）・
 
日（
金
）

　（
全
４
回
）

　
午
前
 
時
～
　
時
　
分

１１

３０

◇
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

◇
内
　
容
　
子
育
て
の
仲
間
づ
く
り

と
乳
児
期
の
親
子
の
か
か
わ
り
方

◇
対
　
象
　
平
成
　
年
８
月
・
９
月

２０

生
ま
れ
の
乳
児
と
親

◇
参
加
料
　
無
　
料

◇
申
込
み
　
　
月
　
日（
金
）ま
で
に
、

１１

２８

直
接
ま
た
は
電
話
で
社
会
教
育
課

へ
社
会
教
育
課
　
　
・
４
１
４
１

２５

は
じ
め
の
一
歩
冬
講
座

「
あ
か
ち
ゃ
ん
講
座
」

１２
１５

１９

１０
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◇
◇

◇
◇

◇
◇
◇

◇

みんなの気持ちを 
　　　　タスキに 
みんなの気持ちを 
　　　　タスキに 

防
災
無
線
の
放
送
内
容
が
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、

「
広
報
み
の
か
も
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」（
有
料
）
０
１
８
０
・
９
９
・
５
５
０
１

 

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
火
災
情
報
」（
有
料
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　０
１
８
０
・
９
９
・
５
５
０
０



 　
あ
な
た
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
学
ん

で
ブ
ラ
ジ
ル
の
人
と
話
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

◇
対
象
・
と
き

〈
初
心
者
講
座
〉

・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
初
め
て
学
ぶ
人

　
　
月
 
日
か
ら
毎
週
金
曜
日

１１
　（
全
　
回
）

１０

〈
初
級
者
講
座
〉

・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
家
族
の
紹
介
程

度
が
で
き
る
人

　
　
月
　
日
か
ら
毎
週
木
曜
日

１１

２０

　（
全
　
回
）

１０

〈
中
級
者
講
座
〉

・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
動
詞
の
活
用
が

少
し
分
か
る
人

　
　
月
　
日
か
ら
毎
週
火
曜
日

１１

１１

　（
全
　
回
）

１０

※
い
ず
れ
も
午
後
７
時
　
分
～
９
時

３０

◇
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

◇
定
　
員
　
各
 
人（
先
着
順
）

◇
受
講
料
　
協
会
員
３
、
０
０
０
円

　
　
　
　
　
一
　
般
５
、
０
０
０
円

◇
申
込
み
　
い
ず
れ
も
開
講
日
前
日

ま
で
に
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ（
共
に

　
・
７
７
７
１
）、
メ
ー
ル（office

２４

@
m
iea-jp

.co
m

）
で
美
濃
加
茂
国

際
交
流
協
会
へ

多
文
化
共
生
室
　
内
線
３
６
２

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
講
座

１４

１５

 　
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
に
、
日

常
生
活
に
お
け
る
基
本
動
作
の
訓
練

や
集
団
へ
の
適
応
訓
練
な
ど
を
行
い

ま
す
。

◇
と
　
き
　
　
月
　
日（
土
）、 

月

１１

２２

　
日（
土
）、
平
成
　
年
１
月
 
日

２０

２１

（
土
）、
２
月
　
日（
土
）、
３
月
 

２８

日（
土
）（
全
５
回
）

・
療
育
手
帳
所
持
者

　
午
前
 
時
～
正
午

・
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

　
午
後
１
時
　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

◇
と
こ
ろ
　
カ
ナ
リ
ヤ
の
家

◇
内
　
容
　
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ

ん
と
家
族
対
象
の
療
育
支
援

◇
対
　
象
　
市
内
在
住
で
、
次
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
人

・
療
育
手
帳
ま
た
は
身
体
障
害
者
手

帳
を
所
持
し
て
い
る
小
学
生

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
中
学

１
年
生
も
参
加
可
能

・
保
護
者
と
と
も
に
参
加
で
き
る
人

（
２
回
目
以
降
は
、
お
子
さ
ん
の

み
の
参
加
も
可
能
）

・
集
団
活
動
に
参
加
で
き
る
人

◇
定
　
員
　
各
７
人（
先
着
順
）

◇
申
込
み
　
　
月
 
日（
月
）よ
り
、

１１

直
接
ま
た
は
電
話
で
福
祉
課
へ

福
祉
課
　
内
線
３
２
５

療
育
支
援
事
業

１２１７
１４

１０

１０

 　
地
震
に
よ
る
事
業
活
動
の
中
断
は
、

市
場
シ
ェ
ア
や
取
引
先
企
業
か
ら
の

評
価
低
下
な
ど
、
大
き
な
損
失
を
も

た
ら
し
ま
す
。

　
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
想
定
さ

れ
る
リ
ス
ク
や
、
地
震
時
に
も
被
害

を
最
小
限
に
と
ど
め
て
、
事
業
を
継

続
さ
せ
る
た
め
の
危
機
管
理
や
対
策

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま

す
。

◇
と
　
き
　
　
月
　
日（
金
）

１１

２１

　
午
後
２
時
　
分
～
５
時

３０

◇
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

◇
内
　
容

①「
地
震
の
予
測
と
防
災
」

②「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
中
心
と
し
た
企
業
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

◇
定
　
員
　
　
人
５０

◇
参
加
料
　
無
　
料

◇
申
込
み
　
㈱
大
垣
共
立
銀
行（
本
・

支
店
）へ

◇
主
　
催

　
岐
阜
県
・
㈱
大
垣
共
立
銀
行

防
災
安
全
課
　
内
線
２
７
２

 　
防
衛
省
で
は
、
陸
上
自
衛
隊
高
等

工
科
学
校（
仮
称
）の
生
徒
を
募
集
し

企
業
向
け
防
災
セ
ミ
ナ
ー

自
衛
隊
生
徒
募
集
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◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇

◇

◇
◇
◇
◇

入場 

無料 
入場 

無料 

ま
す
。
こ
れ
は
、
手
当
支
給
を
受
け

な
が
ら
、
高
等
学
校
教
育
を
受
け
る

制
度
で
す
。

◇
一
次
試
験

・
と
　
き

　
平
成
　
年
１
月
 
日（
土
）

２１

・
と
こ
ろ
　
航
空
自
衛
隊
岐
阜
基
地

◇
応
募
資
格
　
平
成
　
年
４
月
１
日

２１

現
在
、 

歳
以
上
 
歳
未
満
の
男

子
で
中
学
校
卒
業
者

※
平
成
　
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人

２１

を
含
む

◇
申
込
み
　
平
成
　

年
１
月
６
日

２１

（
火
）ま
で
に
、
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
自
衛
隊
美
濃
加

茂
事
務
所
へ

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
自
衛
隊
美
濃

加
茂
事
務
所（
　
・
７
４
９
５
）へ

２５

防
災
安
全
課
　
内
線
２
７
２

 　
市
バ
ス
で
行
く
日
帰
り
旅
行
で
気

分
転
換
を
図
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
と
　
き
　
　
月
 
日（
月
）

１１

※
総
合
福
祉
会
館
第
２
駐
車
場
に
午

前
９
時
ま
で
に
集
合

◇
内
　
容
　
ど
ん
ぶ
り
会
館（
土
岐

市
）で
陶
器
素
焼
き
の
絵
付
け
体

験
と
会
場
内
見
学
・
御
嵩
町
の
福

祉
施
設
見
学

１０

１５

１７

介
護
者
の
つ
ど
い

１７

※
午
後
３
時
ご
ろ
解
散
予
定

◇
対
　
象
　
市
内
在
住
で
現
在
介
護

を
し
て
い
る
人

◇
定
　
員
　
　
人（
先
着
順
）

３０

◇
参
加
料
　
１
、
５
０
０
円

　（
昼
食
代
な
ど
）

※
陶
器
素
焼
き
の
絵
付
け
体
験
は
、

別
に
費
用
が
か
か
り
ま
す

◇
申
込
み
　
　
月
 
日（
木
）ま
で
に
、

１１

電
話
で
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
　・

７
３
７
０
）へ

２４

保
険
課
　
内
線
５
０
８

 　
各
家
庭
で
、
事
前
に
用
意
さ
れ
た

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
　
月
　
日
の
ク
リ
ス

１２

２４

マ
ス
イ
ブ
に
に
サ
ン
タ
が
届
け
ま
す
。

◇
対
　
象
　
６
歳
以
下
の
お
子
さ
ん

が
い
る
市
内
の
家
庭

◇
定
　
員
　
　
軒
５０

◇
費
　
用
　
無
　
料

◇
申
込
み
　
　
月
　
日（
金
）必
着
で
、

１１

２１

は
が
き（
〒
５
０
５－

８
６
０
６

太
田
町
３
４
２
５－

１
）に
、
住

所
・
保
護
者
氏
名
・
電
話
番
号
・

子
ど
も
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）お
よ

び
年
齢
を
記
入
の
上
、
社
会
教
育

課「
サ
ン
タ
が
お
う
ち
に
や
っ
て

く
る
係
」へ

１３

市
連
合
青
年
団「
サ
ン
タ
が
お
う

ち
に
や
っ
て
く
る
」
訪
問
宅
募
集

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す

※
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
生
き
物
、
腐
り

や
す
い
も
の
、
壊
れ
や
す
い
も
の

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

社
会
教
育
課
　
　
・
４
１
４
１

２５

15

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

口
座
振
替
促
進 

◇  
◇

入場 

無料 
入場 

無料 

◇

◇
� � � �
� � � �
� �

◇
�
�

11月4日（火）　　　　　28日（金） 期間
 

絵 芥械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

絵 芥械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

絵 芥械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械
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◇

 
 
◇

◇

◇

11月は全国青少年健全育成強調月間です 

第8回 どんぐりまつり 

◇

◇
◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

17

◇
◇

◇

◇
◇

◇

◇
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◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇

◇
◇
◇
◇
◇

◇

◇

◇

19

不審者情報などを 
いち早く 
お知らせします。 

お忘れはありませんか？ 児童に関する各手当 

１１月は児童虐待防止推進月間です。 １１月は児童虐待防止推進月間です。 

「助けての ちいさなサイン 受け止めて」 「助けての ちいさなサイン 受け止めて」 

お忘れはありませんか？ 児童に関する各手当 

QRコード 
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牧野エコひろばきらきらエコハウスリサイクルステーション名　　称

１１月　９日 （日）

　　　２３日 （祝）

午前９時～１１時

毎週水曜日

午前９時～正午

１１月　２日 （日）

　１２月　７日 （日）　

午前９時～１１時

日　　時

牧野西会館駐車場旧日本ラインシュロス駐車場場　　所

新聞、チラシ、雑誌・雑紙、段ボール、紙容器、牛乳パック、使用済み食用油、アル

ミ缶、ペットボトル、発泡スチロール・食品トレイ、蛍光灯、使用済み乾電池

共通

回収品目

国産ビール瓶、清酒一升

瓶（茶色、緑色のもの）、

ベルマーク、割りばし

割りばし
自主

回収品目

ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルををををををををををををををををををををを守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっってててててててててててててててててててててリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリサササササササササササササササササササササイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイクククククククククククククククククククククルールを守ってリサイクルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！ 資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源ををををををををををををををををををををを大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切ににににににににににににににににににににに資源を大切に

茄 荷禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

問　  環境課　内線３０７問

２６-７６２１塚原設備　美濃加茂営業所土１

２８-５４１１㈱和泉日２

２８-１２６１㈱東濃設備　美濃加茂営業所祝３

２６-９４１５木下設備工業土８

２５-５１４６㈲米田住宅設備日９

２５-２７７５㈱中嶋設備土１５

２６-３１４８中濃瓦斯㈱日１６

２６-２８８９ワタナベ設備㈲土２２

２５-３２５７大塚設備祝２３

25-２６４４㈱今井水道工務店振休２４

２６-０７８７㈱アンドー土２９

２６-３２２５桂川電気産業㈱日３０

２４-４１８１　カモ歯科クリニック日２

２５-２３７３　井戸歯科医院祝３

２５-２６４１　加藤歯科医院日９

２８-８２４１　大手町デンタルクリニック日１６

２７-３５０１　河村歯科医院祝２３

２５-２７１９　酒向歯科医院振休２４

２４-１８８１　あじさい歯科医院日３０

診療時間：午前９時～午後３時

《注意事項》

※雑紙で窓枠付き封筒のビニールは取り除いてください

※紙容器で芳香加工されている物は回収できません

※発泡スチロール・食品トレイで色の濃い物や表面がコーティングさ

　れた物、汚れている物は回収できません

※割りばしのうち、竹・塗り・焼け焦げた物は回収できません

※トレイ、ペットボトルおよびアルミ缶は、洗って乾かしてから出し

　てください

　８１７．０２㌧　平成１９年８月の排出量

　７９３．３８㌧　平成２０年８月の排出量

上記比較　２３．６４㌧の減少

可燃ごみ排出量の前年同月比較

◇生ごみの水をしっかり切ることで、ごみ減量につながります
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茄 荷禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

司法書士無料相談
２３日（祝）
午後１時３０分～４時３０分
中央公民館
※平日午後１時～４時受付専
　用電話（０５８・２４８・１７１５）へ

２８日（金）
午前９時～１１時３０分
総合福祉会館

毎週土曜日
午前９時～正午
総合福祉会館

◇国民健康保険料　　　　　  ８期分

　（保険課国民健康保険係　内線２２１）

◇介護保険料　　　　　　　  ８期分

　（保険課介護保険係　内線３１９）

◇下水道受益者負担金　　　  ３期分

　（下水道課普及係　内線２９１）

納期限は１２月１日（月）です。

※納付には、便利な口座振替をご利用くだ
　さい。また、納期限内であれば、市税は
　コンビニでも納付できます

健康相談
毎週水曜日
午前９時３０分～１１時
保健センター

生活安全相談

結婚相談

市民相談
毎週月～金曜日
※金曜日は午前中
（祝日は除く）
午前９時～午後４時
防災安全課

母子健康手帳交付
毎週月曜日（祝日は除く）
午前１０時～１０時１５分
保健センター

教育相談
毎日
午前９時～午後４時
文化の森２階

こころの相談室
１８日（火）
午後１時３０分～
中央公民館

高齢者介護相談
毎週月～金曜日（祝日は除く）
午前８時３０分～午後５時１５分
市役所分庁舎３階
※電話相談は年中無休・２４時間

人口と世帯数（平成２０年１０月１日現在） 
人・世帯 

前月比人口・世帯（うち外国人）

＋ ５０（３，０７２）２７，６６９男　性

＋ ８２（３，０８０）２７，８８１女　性

＋１３２（６，１５２）５５，５５０合　計

＋１２０（３，５００）２０，８７９世帯数

弁護士無料法律相談
５日（水）・１２日（水）・２６日（水）
午後１時～４時
総合福祉会館
※定員１０人（先着順）。当日の
　午前８時３０分から電話受付

市　　 役 　　所
土曜日・日曜日・３日（祝）・２４日（振休）

中  央  公  民  館
１６日（日）

中  央  図  書  館
毎週月曜日・１６日（日）・２６日（水）

東　 図　 書　 館
毎週金曜日・１６日（日）・２６日（水）

総 合 福 祉 会 館
毎週日曜日・３日（祝）・２４日（振休）

プラザちゅうたい
毎週月曜日

文　 化　 会 　館
毎週月曜日（３日・２４日は開館）・４日（火）・１６日（日）・２５日（火）

みのかも文化の森
毎週月曜日（３日・２４日は開館）・４日（火）・２５日（火）

太田宿中山道会館
毎週月曜日（３日・２４日は開館）・４日（火）・２５日（火）

行政相談

家庭児童相談
母子寡婦福祉相談

毎週月～金曜日（祝日は除く）

午前８時３０分～午後５時

中央公民館家庭児童相談室

  編集雑記　　　　　

事前予事前予約約

事前予事前予約約

事前予事前予約約

該当施設が休みの日

は、相談も休みです。

毎週火曜日
午前１０時～午後４時
中央公民館

問　  教育センター　２５・３９９９問

問　  健康課　内線３８６問

問　  健康課　内線３８８問

問　  健康課　内線３８７問問　  防災安全課　内線２７５問

問　  防災安全課　内線２７５問

問　社会福祉協議会　２８・６１１１問

問　社会福祉協議会　２８・６１１１問

問　東部地域包括支援センター　２４・７３７０問

問　西部地域包括支援センター　２４・７３７１問

問　家庭児童相談室　２５・１１１０問

問　  総務課　内線２７３問 事前予事前予約約

記憶が奏でるリズム

　広報担当になって、あっと

いう間に半年が過ぎ、秋にな

りました。

　秋といえばわたしにとって

は「音楽の秋」。高校時代から

同級生たちとバンドを組ん

で、地域の秋祭りや学園祭に

出演してきたことが懐かしく

思い出されます。

　今もバンドは趣味で続けて

いて、気の合う仲間と楽しむ

音楽は、仕事の疲れを癒して

くれます。これからも音楽は

ずっと続けていくんだろう

な、そんな気がしています。

　　　　　　　　　　　（峻）



お姫様の紹介

比　宮（なみのみや）　酒向　めぐみさん

真　宮（しんのみや）　墨　　久美子さん

五十姫（いそひめ）　　坂井　仁美さん　

楽　宮（さざのみや）　渡辺　美帆さん

寿明姫（すめひめ）　　加納　友代さん

■編集・発行　〒５０５-８６０６　岐阜県美濃加茂市太田町３４３１－１　総務部市政情報課広報係

　　　　　　　TEL：（０５７４）２５-２１１１（代表）　FAX：（０５７４）２８-１２９０

　　　　　　　URL：http://www.city.minokamo.gifu.jp　E-mail：kouhou@city.minokamo.lg.jp

この広報紙は再生紙を使用しています。
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翫
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翫
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キンモクセイ（田島町）１０月８日撮影

天乳池のはなし

　加茂野町に「天乳(あまち)池」と

いう池があります。

　江戸時代の天明の飢饉（ききん）

のころ、加茂野町の辺りもほかの

所と同じように雨がまったく降り

ませんでした。雨ごいをしてもな

かなか雨は降らず、そのため水の

取り合いがあちこちで起こりまし

た。そこで、村の田んぼに水が行

き届くようにと、池を造るための

土地を探したところ、ちょうどよ

い場所が見つかり、村人たち総出

でつるはしや鍬を持って池を掘り

ました。この池のおかげで田んぼ

に水が入るようになり、村人たち

は大変助かったということです。

　現在の加茂野小学校の南にある

「天乳池」がその池です。池の脇の

石碑には「天明六年　天乳池」とあ

り、天から恵みの池だったことを

物語る名前ともいえます。

表紙の写真　
～中山道まつり～秋の陣

▲「天乳池（明治３４年）」

　

二
十

▲

池
の
脇
に
あ
る
石
碑

　１０月１９日（日）に、「おん祭ＭＩＮＯＫＡＭＯ２００８秋の陣

～中山道まつり～」が開催され、市内外から訪れた多くの

人たちでにぎわいました。

　イベントでは、保育園児らの鼓隊演奏、ダンス、鳴子

踊りなどが披露され、祭りに華を添えました。

　祭りのメーンは、色鮮やかな衣装を身にまとった５人

のお姫様を中心とした時代行列。裃侍（かみしもさむら

い）などと伴に中山道を練り歩きました。

▲多くの人でにぎわった時代行列




